












































































































対象事例は，Ａさん女性，82 歳，夫と 2 人暮らしで
ある。2001 年 9 月，脳梗塞と診断され市内のＡ病院に
入院した。左半身麻痺となり，投薬治療とリハビリを
行い短下肢装具の装着により杖歩行ができるまでに改





















































































ャーが 15 人（44.1％）で最も多く，次いで看護師 9 人
（26.5％），医師 2 人（5.9％）であった。最も多かったケア
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